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DNAから共進化を探るラボのサマースクール
「DNAの塩基配列を調べて生きものの進化の歴史を探ってみ
ませんか？」
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今年のサマースクールは、一昨年と昨年に続き、葉緑体DNA
塩基配列を比較して、植物のイチジクの系統関係を調べるの
が目的でした。さらに、それらのイチジクに花粉を運ぶイチ
ジクコバチの系統関係と比べて、両者の共生関係を理解して
もらい、生きものどうしがお互いをこんなに必要としてい
る、ということを分かってもらえたら、なお良いと考えまし
た。

具体的な実験は、イチジクの葉から全DNAの抽出、PCR法に
よる目的の葉緑体DNA断片の増幅、増幅されたDNA断片の塩
基配列の決定、塩基配列の比較と系統樹作成を含んでいま
す。一日半の日程でこれほどの実験過程をこなすのは、昨年
の経験から見てもそう簡単なことではなく、失敗を繰り返す
と時間的には絶対無理だろうと分かっていましたが、朝晩の
時間を少し延長して、出来る限り全過程を体験してもらうこ
とにしました。私たちのラボには、今年も４名が参加してく
れました。中学３年生の女の子１名と一般の方３名で、１種
類ずつのイチジクの解析を担当してもらいました。

一日目の昼から実験が始まり、まずイチジクの葉を液体窒素
で凍らせてすりつぶし、クロロホルムを使ってDNAの抽出を
行いました。普段見たことのない液体窒素が葉を一瞬で凍ら
せてしまうことを、皆さんがかなり楽しんでいたようです。
DNA抽出液が入っているチューブにクロロホルムを入れて、
遠心した後、DNAが含まれる水層とクロロホルム層が分かれ
るのですが、そのDNA層を新しいチューブに移すのが最初の
難関でした。１人が失敗してやり直しましたが、他の３人は
とても上手にできました。特に中学生の女の子は非常に優秀
でした。DNAの沈殿が見えたとき、皆さんは自分の手でDNA
を抽出することができた実感を味わうことができたと思いま
す。その後、各自が抽出したDNAの一部を使って葉緑体DNA
を増幅するPCR反応を行うため、DNA増幅装置にかけ、初日
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の実験を終えました。実験は段々細かくなり、扱う量もmlか
らμlへと微量になっていくため、使用する道具も次々と変
わっていきました。初日の実験が終わったころには、皆さん
はピペットマンなどの使い方をほぼマスターしていました。

翌日は、まずPCR実験でDNAが増えたかどうかをアガロース
ゲル電気泳動で確認することを行い、紫外線の下で光るDNA
を実際に見て感動してもらいたかったのですが、少し残念な
ことに、DNAの量が少なく、微かにしか見えませんでした。
反省材料です。しかし、その後の実験はとても順調に進み、
４人とも綺麗な塩基配列を得ることができました。その塩基
配列を比較しながら、皆さん「自分のは誰のと一番近いの
か？」と、系統樹の結果を楽しんでいました。結局、実験で
時間をぎりぎりまで使ってしまい、まとめの時間があまり取
れませんでした。研究発表は、ほとんど生のデータで行いま
したが、良くまとめてくれました。発表会が終了した後、皆
さんはまた研究室に戻られ、長々と話を続け、なかなか研究
室を離れようとしませんでした。もうここは自分たちの居場
所のように、すっかり研究室に馴染んでいました。

蘇　智慧（研究員）
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37才・男性・会社員・大阪府

　一番興味深かったテーマに２日間受講する機会を与えて頂
き、誠に有難うございました。耳が聴こえない私に対して通
訳の配慮をして下さったり、指導して下さった方、一緒に受け
た受講生やラボ以外の世話になった皆様方に対して感謝の気
持ちで一杯になります。
　物心つく前から植物・生物が大好きだった私にとって、植
物と昆虫との関係にもとても関心を持っていたので、DNAを
主に扱う実験を通してデータ結果を垣間見て、はるか遠い昔か
ら歩まれた共進化に対する神秘さに新鮮な感動を覚えまし
た。
　実験そのものは馴れていたのですが、遺伝子操作中心の研究に関わりを持たなかった私にとっ
て、機器を使う事でいろんな段階でどういう反応を得、貴重なデータ結果が得られるのか実際に
自分の手で試してみてとても為になりました。

　サマースクールの主旨である「見る」「聞く」「考える」「手を動かす」の４つが肝心ですが、
最終段階になって時間の都合で討論するゆとりがなく、「成果を踏まえて議論した上でみんなの
前で発表する」という姿勢が欠けていたのは大いに反省すべき点でした。
　喉から手が出るほど受けたかった興味深いテーマや実験を受ける事ができたのは大いに糧にな
りました。
　受講なさった皆さんも同感だと思いますが、基本から解りやすく学究の場を与えて下さった事
に大変深謝致します。それらの経験を活かして、植物や昆虫など世の中あらゆるものを取りまく
地球全体の恩恵に感謝する気持ちを忘れず、常に探求していく姿勢を大切に情熱の炎を燃やし続
けていきたいです。

　JT生命誌研究館の皆さんも普段の研究や展示だけでなく、この様な形で外部に対して啓蒙を広
めていく活動はとても大切であり、貴重な存在だと感じます。レクチャーやツアー体験も含めて、
後に続く皆さんが命の尊さに触れていく中で世の中の貢献に繋がれば大変素晴らしいですね。
　夏の暑い時期に貴重な体験を与えて頂き、本当に有難うございました。
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